
守屋多々志作「おぼろ」

大垣市民の誓い

私たちは 水を生かし

緑を広げ 安全に努め

心を育て 助け合います
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第
４
回
市
議
会
定
例
会
を　
１１

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の

２８

１２

１３

日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
会
期
の
決
定
の

後
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
を
行
い
、
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

２３ど　

議
案
が
上
程
さ
れ
市
長
か

１４
ら
提
案
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
大
垣
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
た
だ
ち
に
企
画

総
務
委
員
会
に
付
託
、
審
査

し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
　

月
５
日
に
は　

名
の
議
員

１２

１１

が
一
般
質
問
を
行
い
、
７
日
か

ら　

日
に
は
各
委
員
会
に
お
い

１２
て
付
託
議
案
の
審
査
を
慎
重
に

行
い
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
各
委
員
長
か
ら
議

１３
案
の
審
査
結
果
を
報
告
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

①

�

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計

平
成　

年
度
一
般
会
計

２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３２３
補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
なななななななななな
どどどどどどどどどど
をををををををををを
審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議

補
正
予
算
な
ど
を
審
議

第第第第第第第第第第
4444444444
回回回回回回回回回回
市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会

第
4
回
市
議
会
定
例
会

立て替えられた北部学校給食センター

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
１１月２８日　本会議（提案説明）

企画総務委員会、議会運営委員会
１２月５日　本会議（一般質問）

７日　決算委員会
８日　子育て支援日本一対策委員会

市民病院に関する委員会
９日　建設環境委員会、経済産業委員会
１２日　文教厚生委員会、企画総務委員会
１３日　議会運営委員会、本会議
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　
補
正
予
算

◇
災
害
発
生
時
に
お
け
る
指
定
避
難
所
や
災
害
応
急
対
策
の
拠
点

と
な
る
施
設
の
耐
震
化
等
の
方
針
を
決
定
す
る
た
め
、
耐
震
補

強
可
能
性
調
査
事
業
費
を
平
成　

年
度
の
債
務
負
担
行
為
と
し

２４

て
公
立
保
育
所
の
調
査
費
３
５
４
０
万
円
、
大
垣
城
ホ
ー
ル
の

調
査
費
１
０
１
０
万
円
を
設
定
。

◇
法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
等
に
伴
い
還
付
金
が
不
足
し
た
た
め

徴
税
費
１
９
０
０
万
円
を
増
額
。

◇
生
活
保
護
者
数
の
増
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
９
２
４
０
万
円
を

増
額
。

◇
鶴
見
斎
場
及
び
勝
山
斎
場
に
お
け
る
火
葬
件
数
の
増
加
及
び
燃

料
単
価
の
上
昇
に
伴
い
燃
料
費
４
２
０
万
円
を
増
額
。

◇
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
崩
落
し
た
林
道
時
山
多
賀
線
の
法
面

の
災
害
復
旧
事
業
が
国
庫
補
助
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
林

道
災
害
復
旧
費
３
０
５
０
万
円
を
増
額
。

条
例
改
正

◇
大
垣
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
選
別
等
を
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
を
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

病
院
組
織
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
集
中
治
療
部
な
ど

４
部
を
設
置
す
る
も
の
。

決
算
認
定

◇
平
成　

年
度
大
垣
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
認
定

２２

　

月
７
日
に
決
算
委
員
会
を
開
会
し
、
各
委
員
会
の
所
管
ご
と

１２に
質
疑
及
び
慎
重
な
審
査
を
行
い
認
定
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

◇
大
垣
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

山
川
隆
司
氏
（
新
任
、
本
町
１
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

鈴
木
一
朗
氏
（
再
任
、
浅
西
１
）

米
山
鈴
代
氏
（
新
任
、
安
井
町
３
）

南部給食センターに続いて、安全で暖かい給食を提供できるようになりました。（平成２４年１月業務開始）
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質
問：

東
日
本
大
震
災
を
国
難

と
と
ら
え
、市
民
の
安
全
・
安
心

を
最
優
先
と
し
、
い
か
に
復
興

支
援
を
し
て
い
く
か
を
考
え
る

中
で
、
市
長
と
し
て
、
県
内
１

番
に
が
れ
き
の
受
け
入
れ
拒
否

を
表
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。
国
等
へ
安
全
基
準
の
明
確

化
を
求
め
る
な
ど
、
働
き
か
け

を
行
う
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁：

私
自
身
も
被
災
地
を
訪

問
し
惨
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
一
刻
も
早
い
復
旧
、
復
興

を
願
っ
て
い
る
。
災
害
廃
棄
物

受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
一
部

週
刊
誌
の
報
道
以
来
、
お
子
さ

ん
を
持
つ
市
民
か
ら
、
受
け
入

れ
に
反
対
の
電
話
、
メ
ー
ル
、

苦
情
が　

件
あ
っ
た
が
、
今
で

１９

も
大
震
災
か
ら
の
復
旧
、
復
興

に
は
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処

理
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
る
。
市
民
の
理
解

と
納
得
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

受
け
入
れ
実
現
に
は
、
市
民
の

不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う
、
よ

り
安
全
で
明
確
な
基
準
を
国
が

示
す
必
要
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

瓦
れ
き
処
理
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た

が
、
県
や
全
国
市
長
会
な
ど
を

通
じ
て
、
詳
細
で
明
確
な
安
全

基
準
や
具
体
的
対
策
が
示
さ
れ

る
よ
う
国
へ
要
望
を
行
い
、
一

刻
も
早
く
安
全
基
準
、
具
体
的

対
策
を
示
さ
れ
る
よ
う
切
に

願
っ
て
い
る
。
し
か
る
べ
き
時

期
に
速
や
か
に
議
会
と
協
議
し

善
処
し
て
い
く
。

  
質
問：

地
方
自
治
体
は
、
所
有

す
る
不
動
産
を
経
営
的
観
点
か

ら
と
ら
え
、
賃
貸
運
用
な
ど
有

効
活
用
し
、経
済
活
性
化
及
び
財

政
健
全
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
た
効

率
的
管
理
・
運
用
を
進
め
る
た

め
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
の
検
討
と
導

入
に
つ
い
て
認
識
と
取
り
組
み

を
伺
い
た
い
。

答
弁：

 
Ｐ
Ｒ 
Ｅ
戦
略
は
、
公
的

＊
１

不
動
産
を
公
的
な
目
的
を
踏
ま

え
つ
つ
財
政
的
視
点
で
見
直
し

を
行
い
、
不
動
産
投
資
の
効
率

性
を
最
大
限
向
上
さ
せ
る
と
い

う
考
え
方
に
基
づ
き
、
国
土
交

被災地の惨状大
垣
市
の
公
有
資
産
に

お
け
る
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
の

導
入
に
つ
い
て

通
省
が
手
引
き
書
を
公
表
し
推

進
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
大
垣
市

行
政
経
営
戦
略
計
画
に
基
づ

き
、
未
利
用
財
産
の
売
却
促
進

や
公
共
施
設
の
利
用
状
況
を
検

証
し
、
施
設
統
合
な
ど
を
含
め

た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
施
設

利
用
状
況
な
ど
か
ら
廃
止
や
転

用
を
行
っ
て
い
る
。
財
政
的
視

点
か
ら 
バ
ラ 
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど

＊
２

の
財
務
書
類
や
、
ス
イ
ト
ピ
ア

セ
ン
タ
ー
な
ど
主
要
施
設
の
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
を
独
自
に
作

成
し
、
情
報
の
開
示
に
努
め
て

い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｅ
の
導
入
に
は
膨
大
な

作
業
を
伴
う
が
、
国
の
手
引
き

書
を
参
考
に
研
究
を
進
め
た
い
。

 
質
問：

市
税
や
国
保
料
等
の
滞

納
者
が
多
重
債
務
や
生
活
困
窮

に
陥
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
解

決
の
た
め
に
、
当
事
者
の
同
意

の
も
と
個
人
情
報
を
共
有
し
、

庁
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
生
活
再
建
に
必
要
な

行
政
及
び
法
務
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
相
談
事
業
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

市
税
滞
納
者
が
税
務
相

談
に
訪
れ
た
際
に
は
、
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、
多
重
債
務
が

判
明
し
た
と
き
は
、
消
費
生
活

相
談
室
や
県
の
多
重
債
務　

番
１１０

を
紹
介
し
て
い
る
。

生
活
再
建
を
目
指
す

市
民
生
活
相
談
に
つ
い
て

　

消
費
生
活
相
談
室
に
つ
い
て

は
平
成　

年
４
月
に
市
役
所
１

２２

階
に
設
置
し
、
２
名
を
常
駐
さ

せ
、
多
重
債
務
を
は
じ
め
消
費

生
活
全
般
の
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
相
談
者
に
事
情
を
聞
き
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
無
料
法

律
相
談
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
専

門
機
関
を
紹
介
し
問
題
解
決
に

当
た
っ
て
い
る
。
庁
内
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
関

係
機
関
と
一
層
連
携
を
強
化

し
、
個
人
情
報
の
共
有
化
に
つ

い
て
は
今
後
研
究
し
て
い
く
。

  
質
問：

新
潟
県
長
岡
市
で
は
、

「
広
報
を
広
報
す
る
」
改
革
を

行
っ
て
お
り
、
い
か
に
読
ん
で

も
ら
え
る
か
工
夫
し
て
い
る
。

　

本
市
も
、
中
吊
り
風
広
告
の

実
施
や
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
・
ポ
ッ

プ
を
工
夫
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
の
特
集
を
取
り
上
げ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
市
民
広
報
員
の

委
託
や
広
告
収
入
の
増
収
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

広
報
お
お
が
き
は
毎
月

消費生活相談室大
垣
市
の
広
報
改
革
に

つ
い
て

１
日
と　

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
約

１５

５
万
６
千
部
を
発
行
し
、
自
治

会
に
協
力
い
た
だ
き
配
付
し
て

い
る
。ま
た
、　

ヵ
所
の
公
共
施

５０

設
と
郵
便
局
に
も
置
い
て
い
る
。

　

紙
面
編
集
に
は
、
見
出
し
や

色
使
い
を
工
夫
し
、
大
き
い
文

字
や
多
く
の
写
真
を
使
う
ほ

か
、
漫
画
を
使
っ
た
施
策
の
紹

介
や
特
集
記
事
の
掲
載
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
の
あ
る

広
報
紙
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
課
が
連
携
を
図
り
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
広
報
番
組
の
制
作
の
ほ

か
、
報
道
機
関
に
積
極
的
に
情

報
を
提
供
し
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
発

信
し
て
い
る
。
今
後
も
、
多
く

の
市
民
に
読
ま
れ
る
よ
う
魅
力

あ
る
編
集
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
広
報
媒
体
を
活
用
し
市
政
情

報
を
発
信
し
い
く
。

　

広
報
紙
へ
の
広
告
掲
載
に
つ

い
て
は
、
発
行
経
費
の
財
源
確

保
の
ほ
か
、
安
価
な
広
報
媒
体

の
提
供
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

し
て
、
平
成　

年
度
に
開
始
し

２１

た
。
当
初
の　

日
号
へ
の
４
枠

１５

掲
載
か
ら
平
成　

年
度
よ
り
１

２２

日
号
に
も
４
枠
を
加
え
８
枠
に

拡
大
し
、
今
年
度
か
ら
は
料
金

の
改
定
を
行
い
収
入
の
増
加
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲
載
に
つ
い

て
も
、
現
在　

枠
に
拡
大
し
て

２０

い
る
が
、
さ
ら
な
る
掲
載
枠
の

拡
大
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

  
質
問：

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
緊

急
性
の
高
い
事
業
ま
で
計
画
を

策
定
待
ち
に
し
て
は
な
ら
な

い
。
学
校
施
設
等
の
天
井
や
ガ

ラ
ス
な
ど
非
構
造
部
材
の
地
震

対
策
や
、
非
常
時
に
は
十
分
に

機
能
が
発
揮
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
現
行
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
シ

ス
テ
ム
の
見
直
し
に
つ
い
て
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁：

非
構
造
部
材
の
地
震
対

策
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度

１９

か
ら
、
天
井
材
や
照
明
器
具
の

落
下
防
止
、
強
化
ガ
ラ
ス
や

サ
ッ
シ
改
修
等
に
順
次
取
り
組

ん
で
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ス
ピ
ー

カ
ー
、
棚
な
ど
の
衝
撃
移
動
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

後
、
各
学
校
で
点
検
し
、
転
倒

防
止
の
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
屋
外
型
ス

ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
大
垣
地
域
に　

ヵ
所
、
上

８５

石
津
地
域
に　

ヵ
所
、
墨
俣
地

３８

域
に　

ヵ
所
を
設
置
し
て
い
る

１０

が
、
今
な
お
難
聴
地
域
が
あ
る

た
め
随
時
追
加
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

広報おおがき迅
速
な
地
震
対
策
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

②

＊１　ＰＲＥ戦略：Public Real Estate（公的不動産）の効率的な運用を行う取り組み。
＊２　バランスシート：貸借対照表。事業資金の調達内容と運用状況を示す。

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

　

月
５
日
に

１２一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
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防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報

伝
達
を
補
完
す
る
た
め
、
放
送

内
容
を
電
話
で
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
、
携
帯
電
話
に
災

害
情
報
を
発
信
す
る
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を　

月　

日
か
ら
導
入

１２

１５

す
る
。
災
害
情
報
を
よ
り
確
実

に
伝
え
る
情
報
伝
達
手
段
の
整

備
に
つ
い
て
、
新
た
な
手
法
も

含
め
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

  
質
問：

現
在
、
乳
幼
児
保
育
・

教
育
は
、
少
子
化
、
保
育
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
課
題
を
抱
え
る
。
保
育

園
、
幼
稚
園
か
ら
幼
保
園
へ
と

一
体
化
に
向
か
う
中
、
施
設
は

利
用
者
の
思
い
や
利
益
が
反
映

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

が
目
指
す
幼
保
園
の
姿
は
。

答
弁：

本
市
で
は
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
大
垣
市
幼
保
一
元
化
将
来

構
想
に
基
づ
き
幼
保
園
化
を
推

進
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
赤

坂
幼
保
園
や
綾
里
幼
保
園
な
ど

５
園
の
幼
保
園
を
整
備
す
る
と

屋外型スピーカー幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

と
も
に
、
現
在
新
た
に
北
幼
保

園
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　

幼
保
園
で
は
、
就
学
前
の
子

供
に
幼
稚
園
と
保
育
園
と
い
う

区
別
な
く
同
じ
幼
児
教
育
と
保

育
の
機
会
を
提
供
し
、
健
全
な

心
身
の
基
礎
と
発
達
に
応
じ
た

質
の
高
い
教
育
、
保
育
を
図
っ

て
い
る
。

　

幼
保
園
化
は
活
動
内
容
が
よ

り
豊
か
に
な
り
、
同
年
齢
や
異

年
齢
で
の
体
験
の
幅
が
拡
大

し
、
集
団
社
会
で
の
規
範
意
識

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

幼
児
の
育
ち
の
観
点
か
ら
も
大

変
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
推
進

し
て
い
き
た
い
。

  
質
問：

平
成　

年　

月
定
例
会

２２

１２

で
大
津
び
わ
こ
競
輪
が　

億
円

２５

の
赤
字
を
抱
え
廃
止
を
決
定
し

た
と
伝
え
た
。
大
垣
競
輪
場
も

　

年
度
に
１
億
８
０
０
０
万

２１円
、　

年
度
に
１
億
２
０
０
０

２２

万
円
の
赤
字
を
計
上
し
、
基
金

と
繰
越
金
か
ら
解
体
費
等
を
差

し
引
く
と
残
り
７
億
円
程
度
と

な
る
。
フ
ァ
ン
は
高
齢
化
し
て

赤坂幼保園大
垣
競
輪
場
の
存
続
を
問
う

減
り
、
競
輪
の
将
来
は
無
い
と

思
う
が
存
続
さ
せ
る
の
か
。

答
弁：

大
垣
競
輪
場
は
、
昭
和

　

年
６
月
に
地
方
財
政
の
健
全

２７化
を
目
的
に
開
催
し
、
こ
れ
ま

で
約
５
０
０
億
円
を
一
般
会
計

に
繰
り
入
れ
て
き
た
。

　

近
年
は
、
入
場
者
、
売
り
上

げ
と
も
に
減
少
を
続
け
て
い
る

た
め
、
記
念
競
輪
の
開
催
や
他

場
の
車
券
発
売
を
行
い
、
売
り

上
げ
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
一
部
投
票
所
の
閉
鎖
を
含

め
た
経
営
の
効
率
化
、
人
件
費

や
広
告
料
、
駐
車
場
借
上
料
等

の
開
催
経
費
の
削
減
に
取
り
組

む
な
ど
、
収
益
確
保
に
努
め
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
競
輪
事
業
の

継
続
に
向
け
、
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ

Ａ
な
ど
競
輪
関
係
５
団
体
が
協

議
し
、
来
年
１
月
か
ら
平
成　
２７

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
選
手

や
レ
ー
ス
数
の
削
減
、
７
車
立

て
競
走
の
一
部
導
入
な
ど
、
新

た
な
開
催
枠
組
み
の
実
施
が
決

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
、
選
手
賞
金
等
の
開
催
経
費

が
削
減
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
お
り
、
開
催
地
負
担
割
合
の

軽
減
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
競
輪
事
業
の
継
続

に
向
け
一
層
の
経
営
改
善
に
努

め
て
い
く
。

 
質
問：

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

の
第
４
位
で
、　

％
が　

歳
以

９５

６５

上
で
あ
る
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
は
感
染
予
防
に
高
い
効
果
が

あ
り
、
１
回
の
接
種
で
５
年
以

上
も
免
疫
が
持
続
す
る
。
高
齢

者
の
健
康
を
守
り
、
医
療
費
削

減
に
つ
な
が
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
を
要
望
す
る
。

答
弁：

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
、
県
内
の
一
部

の
自
治
体
で
は
接
種
料
の
助
成

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
接
種

率
は
低
い
状
況
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎

等
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
の

一
部
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

両
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
勧
奨
や

手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
、
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
の
予
防
策
に

つ
い
て
、
生
き
生
き
サ
ロ
ン
や

広
報
で
周
知
に
努
め
て
い
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
や

必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

 
質
問：

歩
行
者
と
自
転
車
の
事

故
が
多
発
し
、
園
児
や
小
学
生

の
登
下
校
時
も
危
険
な
状
況
で

あ
る
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
徹
底
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
授
業
中
に
地
震
等
が
発

生
し
落
下
物
等
が
あ
る
場
合
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
よ
り
子
ど

園
児
・
小
学
生
の
通
園
・

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
に
つ
い
て

も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、無
償
提
供
を
し
て
ほ
し
い
。

答
弁：

現
在
、
市
内
の
小
学
校

で
は
４
校
、
幼
稚
園
で
は
２
園

が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
登

下
校
し
て
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
通
気
性
が
な
い
た
め
、
夏
の

炎
天
下
の
登
下
校
時
に
は
健
康

面
を
考
慮
し
、
安
全
帽
子
で
通

学
し
て
い
る
。
中
学
生
の
自
転

車
通
学
に
つ
い
て
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
を
義
務
づ
け
て
お

り
、
警
察
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
着
用
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。
最
近
は
歩
行
者
と
自
転

車
と
の
接
触
事
故
が
増
加
し
て

お
り
、
安
全
面
と
健
康
面
、
保

護
者
の
経
済
的
な
負
担
等
を
考

慮
し
、
幼
稚
園
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
で
検
討
を
進
め
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。
今
後
も
、

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
、

交
通
安
全
教
室
や
安
全
マ
ッ
プ

等
を
活
用
し
な
が
ら
交
通
安
全

教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

  
質
問：

福
島
原
発
事
故
に
よ
り

通園・通学用ヘルメット新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
課

題
と
な
る
中
、
下
水
汚
泥
処
理

時
に
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
で

発
電
し
、
発
生
し
た
熱
を
再
利

用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
設
備
の
導
入
を
検
討
し
て

は
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
へ
の

補
助
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
小

水
力
発
電
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
弁：

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
電
に
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
購
入
電
力
量

の
削
減
や
発
電
と
同
時
に
発
生

す
る
熱
利
用
が
可
能
と
な
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
つ

が
、
消
化
タ
ン
ク
の
更
新
計
画

と
の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

パ
ネ
ル
の
設
置
や
グ
リ
ー
ン
電

力
活
用
推
進
事
業
に
よ
る
環
境

価
値
の
買
い
取
り
を
行
っ
て
お

り
、重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
小
水
力

発
電
に
つ
い
て
は
常
に
安
定
し

た
流
量
が
見
込
ま
れ
る
が
、
流

水
格
差
が
小
さ
く
検
討
が
必
要

と
な
る
。
今
後
も
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め

る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
初
め
新

た
な
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
予
定
し
て
い
る
環
境
基

本
計
画
の
見
直
し
の
中
で
位
置

づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
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市税
２７，０７５，０８４
４５．３％収入済額

（５９，７８３，９９６千円）

自主財源
３５，８４７，５２６
６０．０％

依存財源
２３，９３６，４７０
４０．０％

グラフで見る平成２２年度・大垣市一般会計決算状況

支出済額
（５７，３２９，９０１千円）

民生費
１７，３８８，８３６
３０．３％

総務費
９，２０４，５４３
１６．１％

公債費
４，７６２，６８９
８．３％

土木費
７，５６４，２６２
１３．２％

教育費
８，０７２，７９３
１４．１％

衛生費
３，９６９，４７３
６．９％

消防費
１，７４２，５５４
３．０％

商工費
２，８１７，７１２
４．９％

農林水産業費
８０７，７４０
１．４％

その他　９９９，２９９　１．８％
諸支出金　４３５，９５６　０．８％
議会費　３６１，５９２　０．６％
労働費　２０１，７５１　０．４％

歳出 （単位：千円） （単位：千円）歳入

国庫支出金
６，３０４，６１０
１０.５％

諸収入
４，５６０，８２８
７．６％

分担金及び負担金
９７４，２３０　１．６％
使用料及び手数料
９９０，９５９　１．７％

その他　７２６，３８０　１．２％
地方特例交付金
　　　３２３，８４５　０．５％
自動車取得税交付金
　　　１８５，１２１　０．３％
利子割交付金
　　　９５，１８３　０．２％
配当割交付金
　　　４０，９８５　０．１％
ゴルフ場利用税交付金
　　　３６，５２１　０．１％
交通安全対策特別交付金
　　　３２，５９９　０．０％
株式等譲渡所得割交付金
　　　１２，１２６　０．０％

財産収入
４７，９１５　０．１％

地方消費税交付金
１，６１０，５８８　２．７％

地方譲与税
６５０，７００　１．１％

県支出金
３，０５７，６４７　５．１％

寄附金
１９，８１９　０．０％

繰入金
８０５，３８８　１．４％

繰越金
１，３７３，３０３　２．３％

市債
７，１５４，９００
１２．０％

地方交付税
４，４３１，６４５　７．４％

◎ぎふ清流国体（第６７回国民体育大会）
　平成２４年９月２９日～１０月９日
水球・サッカー・軟式野球　・フェンシング
柔道・ソフトボール・ビリヤード（デモ）

◎ぎふ清流大会
　（第１２回全国障害者スポーツ大会）
　平成２４年１０月１３日～１０月１５日
卓球・サッカー

◆本会議・委員会の会議録がご覧いただけます。

　本紙に掲載された質問・答弁等の詳しい内容につい

ては、図書館、市政情報コーナー、議会事務局などで、

会議録をご覧になるか、市議会ホームページでもご覧

いただけます。

（発行・掲載予定２月下旬）

ホームページはサイトで

検索　 大垣市議会 検索
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○
生
活
保
護

○
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

○
消
防
団
活
動
の
あ
り
方

○
選
挙
の
開
票

○
競
輪
事
業

○
家
族
従
業
員
の
人
権
を
認
め

な
い
所
得
税
法
第　

条
５６

○
迅
速
な
地
震
対
策
事
業
の
実
施

○
大
垣
国
際
俳
句
学
術
賞
（
仮

称
）
の
創
設

○
保
・
幼
・
小
の
連
携

○
下
水
処
理
場
に
メ
タ
ン
ガ
ス

発
電
設
備
の
設
置
を

○
瓦
れ
き
処
理
へ
の
協
力

○
大
垣
市
の
災
害
時
用
避
難
場
所

○
大
規
模
避
難
場
所
の
設
備

○
が
ん
対
策

○
女
性
視
点
か
ら
の
防
災
対
策

○
医
師
・
看
護
師
の
充
実

そ
の
他
の
一
般
質
問

　今号から紙面の文字を大きくし、読みやすくしました。
今後も内容の充実を図り、多くの皆様にご覧いただける
よう努力してまいります。 大垣市議会

あなたも本会議を傍聴してみませんか。

次回定例会　３月上旬開会予定

詳細は、議会事務局まで

　お問い合わせください。

　議会事務局／電話８１－４１１１　内線７３４
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